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1. 緒言 

 今日，韓国文化が単なる流行や話題ではなく，

一つの大衆文化として日本に定着したとされ

（村上，2007），韓流ブームにまつわる研究も

多く行われてきた．しかし，日本人と在日韓

国・朝鮮人の意識の違いを検討した研究は少な

く，こうした研究はドラマを対象としたものが

中心で，スポーツ分野ではほとんど実施されて

いない．そこで，本研究はこれまでに日本での

競技経験を持つ 3 名の韓国人アスリートたち

を評価対象とし，日本人と在日韓国・朝鮮人の

両方の視点から，ブランド力にどのような違い

があるのかを明らかにすることを目的とする． 

2. 研究方法 

全国の大学・専門学校に通う在日韓国・朝鮮

人の学生と滋賀県のスポーツ単科大学の学生

を対象とした．調査項目は基本属性に加え相手

国の国民，文化，歴史，国家に対する質問，ア

スリートのブランド力に関する項目とした（大

田，2011）．前者には 2012 年夏に行われた全国

規模の在日コリアンキャンプ中に 110 票配布

しその場で 108 回収した．後者には 2012 年後

期の授業で 108 票配布し，全票を回収した． 

3.  結果と考察 

ブランド認知を除いた 5 要因で在日韓国・朝

鮮人が日本人よりも，韓国人アスリートに対し

てのブランド評価が高かった．さらに対象者を，

相手国の国民，文化，歴史，国家の評価の高い

グループと低いグループに分け，韓国人アスリ

ートのブランド力を比較した．その結果，韓国

に対して好印象を持つ日本人の韓国アスリー

トの評価はより高い一方で，逆に韓国人の日本

に対する印象の違いは韓国人アスリートのブ

ランド力に反映されない結果となった． 

 

図 1 仮説の検証結果 

4. 結論 

 在日韓国・朝鮮人の方が日本人よりも韓国人

アスリートに対して高いブランド評価を示し

た．さらに日本人の間で韓国の国民，文化，歴

史，国家の評価の違いによって有意差が確認さ

れた．本研究が韓国と日本を繋ぐスポーツマー

ケティング研究の一助となることを願う． 
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